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いっしょに
　　　考えてみましょう！！
いっしょに
　　　考えてみましょう！！ 参加者募集中！！

～介護をひとりで

　　　抱え込んでいませんか～

～同じ立場だから、うちあけられる　

　　　介護の「なかま」つくりませんか～

ご参加お待ちしています！！

　今や、介護している男性は介護者全体の３割を超えて、全国で100万人以上になっています。男
性介護者にとって食事づくりや買い物など、家事が大きな負担となり、また悩みになっているよう
です。日頃の介護から少し離れて、悩み・思いなど同じ立場の者同士で一緒に語り合いませんか。
お気軽にぜひご参加ください。

　つどいは、２～３ヵ月に１回、１時間半～２時
間くらいの時間で開催を考えていますが、参加希
望者の皆様と調整しながら、決めていきたいと思
っております。
　ご希望があれば、送迎もいたします。

　“がんばる人”ほど、介護を抱え込みがち…。
　介護はチームワークが大事。専門家や同じ経
験をしている方々の力を借りましょう。
　また、ぜひ交流事業に参加して、介護者同士
苦労を分かちあい、楽しくリフレッシュしまし
ょう!!

　在宅で介護されている介護者の皆様を対象に、当事者同士の交流や情報の共有、心身のリフレ
ッシュを目的として、日帰り・一泊二日旅行や施設見学などの勉強会、体操教室などを実施して
います。（年６回実施）

〈問い合わせ先〉　　　　　　　
　下諏訪町社会福祉協議会
　担当：福祉活動専門員 中村 裕二　　
　TEL.27－8886　FAX.27－0890

男性介護者のつどい男性介護者のつどい

家族介護者交流事業家族介護者交流事業

※参加ご希望の方は、下記までお電話ください。

年に１回、１泊２日旅行も計画してます。

※参加ご希望の方は、下記までお電話ください。

その81

寄稿寄稿

スペシャルニーズ

※編集にあたり、加筆・修正しております。 （下諏訪地区障害を持つ親の会  会員）

　「スペシャルニーズの赤ちゃん虫が、頭の中に入っちゃったんだよ…」
　その時、６歳の娘が偉星人の兄のことをこう表現しました。思わず笑ってしまいました…でも、
こんなに娘が兄を理解し、受容してくれていることに驚きもありました。
その日も自閉症の息子は、私たち健常者にとっては些細な事ですが、「いつもと違う」というこだ
わりからかパニックに陥ってしまいました。初めてそれを目撃する人は、「なんてわがままなんだ
ろう。」と評されるに違いありません。でも妹は違うのです。生まれた時からずっとお兄ちゃんを
見ていて、お兄ちゃんの感じ方や感性がすでに独特の世界観にいることを知っています。それを自
然に受け入れてもいます。
　…勿論、妹も徐々に健常者の世界に入って行って、「あれ…？これが普通の世界なのか…？」と、
我が家が特異であることに気づくでしょう。
　その時のために母は、いつか妹にもお兄ちゃんのことを説明しなければならない、と覚悟してい
ました。そして、その日が来たとき、母はこう伝えました。
　「お兄ちゃんはスペシャルニーズをもってるんだよ。」スペシャルニーズっていうのは、赤ちゃん
でも、お年寄りでも、その他にも助けてあげないと大変な人たちがいて、そういう人のことを「ス
ペシャルニーズをもってる人」というんだよ、とも。
　そして、困った人や困った状況の方を見かけた時に、スペシャルニーズがあるんだね。助けてあ
げようね。と言っていくうちに、娘は自然にこの言葉を理解していったようです。
でもやっぱり、兄妹ですから、「スペシャルニーズをもっている」だ
けの理由じゃ、腑に落ちないこともよくあります。妹も、唇を噛みし
めて泣いたり、怒って食いついて行ったりすることだってあります。
兄も、そんな真剣な妹の表情に戸惑い、終いには譲ってくれたことも
あります。兄妹がいて良かったなあ…とそんな成長を見ながらしみじ
みと感じます。
　スペシャルニーズは自分に関係ない、と思われる方もいらっしゃる
かもしれません。でも、私も、妊娠中、大きなお腹を抱えていた時に
は、確かにスペシャルニーズがあったし、大きなトランクを抱えて階
段を上がらなければならなかった時、助けて…と叫びたくなった経験
を持っています。体が不調になったとき、あるいは年を重ねたときに
もそうなるかもしれません。
　…願わくば、世の中のスペシャルな（特別な）ニーズ（必要）のあ
る人、そういう状況の人がいる…ということを、いつも心にとめられ
る社会、子供たちが小さいうちから、経験の中で感じてもらえる社会
になったら素敵だなあ…そう思っています。




